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記
念
式
典
＆
生
野
夏
物
語

生
野
銀
山
開
坑
一
二
〇
〇
年

生
野
町
商
工
会

■県連合会Letter ２～４頁
　・第１回総務委員会　・第７回情報化ビジョン検討委員会
　・第２回商工会地域活性化研究会実務小委員会 ・11月の主な行事
　・県議会商工会部会との意見交換会
　・経営革新塾（県連但馬支所）　・新任商工会会長研修会
　・業務別研修会 ・丹波市６町商工会合併調印式
　・県商工会青年部連合会理事会　・短信
■商工会Letter ５～６頁
　・青年部手作りの遊具が大人気（芦屋市商工会青年部）
　・余暇村クエスト2007（中町商工会青年部）
　・銀の馬車道巡り IN KANZAKI（神崎町商工会）
　・パネリストに千種氏（地才地創シンポIN西播磨）
　・「あるじゃん」開店（生野町商工会青年部）
　・高田屋嘉兵衛まつり（五色町商工会）

　

生
野
町
商
工
会
（
奥
藤
博
司
会
長
）
で
は
、
住

民
や
行
政
を
中
心
に
生
野
銀
山
一
二
〇
〇
年
事
業

実
行
委
員
会
を
組
織
。
去
る
八
月
十
一
日
に
は
、

「
生
野
銀
山
開
坑
一
二
〇
〇
年
記
念
式
典
」
と
鉱

山
の
ま
ち
の
情
緒
を
再
現
し
た
「
生
野
夏
物
語
」

を
開
催
し
た
。

　

開
坑
一
二
〇
〇
年
の
節
目
と
な
る
今
年
、
鉱
山

の
遺
構
と
技
術
を
活
か
し
た
地
域
再
生
へ
の
提
言

を
「
生
野
」
か
ら
発
信
し
て
い
く
。
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県
商
工
会
連
合
会
は
、
八
月
二
十

四
日
、
神
戸
市
・
パ
レ
ス
神
戸
で
第

一
回
総
務
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
常
設
委
員
会
の
整

理
統
合
に
伴
い
、
今
年
度
か
ら
新
設

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
県
連
合
会
の

基
本
方
針
や
懸
案
事
項
、
重
要
な
施

策
等
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
設

置
さ
れ
、
副
会
長
や
学
識
経
験
者
等

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
回
目
は
、
次
の
三
つ
の
協
議

事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。　

①「
地
域
ふ
れ
あ
い
保
証
制
度
」
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

②
商
工
会
職
員
退
職
金
共
済
制
度
に

つ
い
て

③
商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会
に
つ

い
て

　

な
お
、「
地
域
ふ
れ
あ
い
保
証
制

度
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
説
明
会
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
義

捐
金
等
三
項
目
に
つ
い
て
、
事
務
局

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
っ
た
。

主な行事予定

11
月
の
こ
よ
み

７
日
㊌ 

監
事
会（
神
戸
市
）

８
日
㊍ 
近
畿
府
県
職
員
協
議
会
研
修
会

10
日
㊏ 
昇
格
試
験（
面
接
）（
神
戸
市
）

11
日
㊐ 

昇
格
試
験（
朝
来
市
）

14
日
㊌
〜
15
日
㊍

 

経
営
革
新
支
援
研
修
会（
加
東
市
）

　

〃 

全
青
連
全
国
大
会（
宮
城
県
）

20
日
㊋ 
第
３
回
事
業
委
員
会（
神
戸
市
）

26
日
㊊ 

第
８
回
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン

検
討
委
員
会（
神
戸
市
）

29
日
㊍　

第
47
回
商
工
会
全
国
大
会

（
東
京
都
・
N
H
K
ホ
ー
ル
）

県
連
の
懸
案
事
項
な
ど
を
協
議

総
務
委
員
会

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
八
月
三

十
一
日
、
県
商
工
会
館
で
第
二
回
商

工
会
地
域
活
性
化
研
究
会
実
務
小
委

員
会
（
佐
竹
隆
幸
委
員
長
）
を
開
催

し
た
。
協
議
内
容
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
と
お
り
。

①
産
学
連
携
事
業
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て

　

但
東
町
及
び
南
あ
わ
じ
市
商
工
会

と
県
立
大
学
経
営
学
部
と
の
産
学
連

携
事
業
の
推
進
状
況
報
告
。
特
に
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
出
席
の
山
本
将
嗣
氏

（
但
東
町
商
工
会
理
事
）
か
ら
、
地

場
産
業
の
絹
糸
と
竹
や
杉
な
ど
他
の

繊
維
を
融
合
し
て
の
新
素
材
開
発
の

可
能
性
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
南
あ
わ
じ
市
で
行
う
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て
協
議

し
、
計
画
案
を
承
認
し
た
。

②
商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会
最
終

報
告
書
に
つ
い
て

　

最
終
報
告
書
が
商
工
会
に
と
っ
て

真
に
役
立
つ
も
の
に
す
る
た
め
、
そ

の
発
行
時
期
等
に
つ
い
て
再
検
討
を

行
っ
た
。

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
八
月
二
十

四
日
、神
戸
市
・
パ
レ
ス
神
戸
で
「
県

議
会
商
工
会
部
会
と
の
意
見
交
換

会
」
を
開
催
し
、
県
議
会
議
員
六
名
、

県
議
会
事
務
局
一
名
、
県
立
大
学
教

授
三
名
、
県
連
合
会
役
職
員
十
六
名

の
計
二
十
六
名
が
出
席
し
た
。

　

同
意
見
交
換
会
で
は
、
平
成
二
十

年
度
の
県
予
算
及
び
平
成
二
十
一
年

度
以
降
の
県
の
理
解
を
得
る
た
め
、

県
連
合
会
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

諸
課
題
の
解
決
と
将
来
進
む
べ
き
方

向
等
に
つ
い
て
、
特
に
県
議
会
最
大

会
派
で
あ
る
自
由
民
主
党
県
議
団
の

理
解
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。

　

産
学
連
携
の
事
業
調
印
を
行
っ
た

県
立
大
学
の
教
授
と
県
商
工
会
連
合

会
の
正
副
会
長
等
を
交
え
た
三
者
で

懇
談
し
た
。

▲開会あいさつをする木南会長

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
去
る
八
月

二
十
三
日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て

第
七
回
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員

会（
井
内
善
臣
委
員
長
）を
開
催
し
た
。

　

次
期
シ
ス
テ
ム
導
入
調
達
に
か
か

る
情
報
提
供
依
頼
（
Ｒ
Ｆ
Ｉ
）
に
よ

る
業
者
か
ら
の
回
答
を
報
告
し
た
。

　

ま
た
、「
中
小
企
業
底
上
げ
戦
略
」

に
お
い
て
協
議
さ
れ
て
い
る
中
小
企

業
生
産
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
特

に
Ｉ
Ｔ
化
・
機
械
化
・
経
営
改
善
）

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

そ
の
後
、
最
終
報
告
に
向
け
て
次

の
点
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

一
、
次
期
シ
ス
テ
ム
の
構
成
概
要

（
案
）
に
つ
い
て

一
、
最
終
報
告
書
に
向
け
て
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
素
案
）
に
つ
い

て
①
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
の
推
進
に
つ
い

て
②
会
員
事
業
Ｐ
Ｒ
支
援
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て

　

な
お
、
今
回
の
協
議
内
容
を
受
け
、

最
終
報
告
（
案
）
を
次
回
委
員
会
に

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

産
学
連
携
事
業
な
ど
を
協
議

商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会
実
務
小
委
員
会

次
期
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
て

情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会

県
議
会
商
工
会
部
会
と
の
意
見
交
換
会

→
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県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
八
月
十

八
日
、
日
高
町
・
ホ
テ
ル
幸
祥
で
、

若
手
の
経
営
者
や
後
継
者
を
主
な
対

象
と
し
た
「
経
営
革
新
塾
」
を
開
講

し
た
。

　

当
日
は
、
豊
岡
市
内
の
中
小
企
業

者
や
経
営
革
新
予
定
者
ら
二
十
五
名

が
参
加
。

　

こ
の
事
業
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変

革
す
る
経
営
環
境
の
中
、
一
つ
に
は

地
域
資
源
を
活
用
し
た
経
営
革
新
を
、

も
う
一
つ
に
は
中
小
企
業
同
士
の
連

携
に
よ
る
経
営
革
新
へ
の
動
機
づ
け

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

最
初
に
、
田
舎
ま
る
ご
と
販
売
研

究
家
（
高
知
県
馬
路
村
）
の
松
﨑
了

三
氏
が
「
地
域
ま
る
ご
と
販
売
術
〜

地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発
・

地
域
振
興
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

　

松
﨑
氏
は
「
そ
の
成
功
の
秘
訣
は

「
村
を
丸
ご
と
売
る
」と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
あ

る
」
と
し
、「
情
報
に
ど
れ
く
ら
い

お
金
を
賭
け
て
い
く
か
が
重
要
で
あ

り
、
如
何
に
顧
客
満
足
度
を
高
め
る

か
が
事
業
経
営
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
話

し
た
。

　

ま
た
、
同
塾
の
塾
長
を
務
め
る
田

中
洋
介
氏
（
イ
グ
レ
ッ
ク
代
表
）
か

ら
は
、「
経
営
革
新
と
は
何
か
」
と

題
し
て
講
義
が
あ
っ
た
。

　

今
後
は
、
六
回
の
講
義
を
通
し
て
、

各
事
業
所
の
経
営
革
新
計
画
の
完
成

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

▲経営革新塾開講式

▲新任会長による意見交換

経
営
革
新
を
目
指
し
て

       

日
高
町
で
連
続
講
座
を
開
催

県
連
但
馬
支
所

商
工
会
運
営
な
ど
を
研
修

新
任
商
工
会
会
長
研
修
会

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
八
月
二
十

九
日
、
三
十
日
の
二
日
間
、
淡
路
市
・

津
名
ハ
イ
ツ
で
「
新
任
商
工
会
会
長

研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

　

同
研
修
会
は
、
新
任
商
工
会
長
と

し
て
、
商
工
会
運
営
及
び
事
業
推
進

の
た
め
の
基
礎
的
知
識
を
修
得
す
る

こ
と
が
目
的
。
対
象
は
、
平
成
十
九

年
度
就
任
の
商
工
会
長
等
で
県
下
商

工
会
か
ら
八
名
が
出
席
し
た
。

　

県
連
合
会
の
木
南
会
長
挨
拶
の
後
、

「（
研
修
一
）
商
工
会
が
抱
え
る
課
題

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
県
連
合
会

の
安
平
事
務
局
長
が
説
明
。
続
い
て
、

「（
研
修
二
）
今
、
商
工
会
に
期
待
さ

れ
て
い
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
県
連

合
会
の
木
南
会
長
。
最
後
に
、「（
研

修
三
）
合
併
後
商
工
会
の
現
状
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
県
連
合
会
の
志

智
副
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
、
そ

の
後
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

　

二
日
目
は
、
希
望
者
に
よ
り
視
察

研
修
を
実
施
。
淡
路
市
内
に
あ
る
先

進
企
業
の
視
察
を
行
い
、
二
日
間
の

日
程
を
終
了
し
た
。

各
種
共
済

  

取
扱
い
研
修

業
務
別
研
修
会

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
八
月
三
日
、

パ
レ
ス
神
戸
で
業
務
別
研
修
会
を
開

催
、
県
下
商
工
会
か
ら
五
十
二
名
が

受
講
し
た
。
最
初
、
県
商
工
会
連
合

会
の
安
平
事
務
局
長
が
、
商
工
会
の

現
状
を
踏
ま
え
て
、
商
工
会
が
解
決

す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
。
次

い
で
、
本
会
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
上
山
修
一
氏（
中
小
企
業
診
断
士
）

が
、「
商
工
会
活
動
へ
の
提
言
」
と

題
し
て
講
演
し
た
。

　

最
後
に
、
商
工
貯
蓄
共
済
の
推
進

で
は
西
日
本
有
数
の
実
績
を
挙
げ
て

い
る
福
岡
県
・
吉
井
町
商
工
会
の
樋

口
経
営
指
導
員
よ
り
共
済
の
推
進
に

つ
い
て
指
導
を
受
け
た
。
同
氏
は
、

「
事
業
予
算
に
占
め
る
共
済
事
業
の

位
置
付
け
を
再
認
識
し
た
上
で
、
役

職
員
が
連
携
し
て
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
」
と
講
演
し
た
。

九
月
一
日
付
職
員
の
異
動
の
お
知
ら
せ

〔
転
入
〕組
織
支
援
課
主
任　

中
谷
雅
昭

（
神
崎
町
商
工
会
か
ら
）

〔
転
出
〕神
崎
町
商
工
会　

小
野
暁
子

（
県
連
合
会
組
織
支
援
課
か
ら
）

「しんきんキャッシュカード」を利用すれば、全国にある信用金庫
ＡＴＭでの入出金手数料が無料です。出先で、旅先でご利用下さい。
（但し、土日・祝日・所定時間外等及び一部のＡＴＭは除きます）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）
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去
る
八
月
十
八
日
、
丹
波
市
の
六

町
商
工
会
（
柏
原
町
、
氷
上
町
、
青

垣
町
、春
日
町
、山
南
町
、市
島
町
）は
、

氷
上
町
商
工
会
館
で
合
併
契
約
調
印

式
を
開
催
し
、十
一
月
一
日
付
で「
丹

波
市
商
工
会
」
と
し
て
発
足
す
る
と

の
合
併
契
約
書
を
交
わ
し
た
。

　

当
日
は
、
六
町
商
工
会
の
会
長
や

合
併
協
議
会
の
委
員
に
加
え
、
立
会

人
と
し
て
辻
丹
波
市
長
、
柏
原
丹
波

県
民
局
長
、
木
南
県
連
合
会
会
長
な

ど
五
十
名
が
出
席
。
谷
垣
豊
合
併
協

議
会
会
長
（
青
垣
町
商
工
会
会
長
）

が
合
併
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明

し
た
後
、
六
町
商
工
会
会
長
が
合
併

契
約
書
に
調
印
し
、
固
い
握
手
を
交

わ
し
た
。
立
会
人
か
ら
は
「
合
併
の

メ
リ
ッ
ト
を
い
か
し
て
、
地
域
経
済

を
活
性
化
さ
せ
る
源
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
激
励
が
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
六
町
商
工
会
で
は
八
月

三
十
日
ま
で
に
臨
時
総
会
を
開
き
、

合
併
契
約
書
の
内
容
を
承
認
す
る
と

共
に
新
商
工
会
の
設
立
委
員
を
選
任

し
た
。

　

合
併
後
の
会
員
数
は
約
二
千
四
百

人
。
本
所
は
氷
上
町
商
工
会
館
と
し
、

そ
の
ほ
か
の
商
工
会
館
は
支
所
と
し

て
使
用
。
六
商
工
会
の
資
産
、
負
債
、

権
利
及
び
義
務
は
、
す
べ
て
新
商
工

会
が
引
き
継
ぐ
。
新
役
員
選
任
や
事

業
計
画
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
協
議

す
る
。

部員増強運動など協議
県商工会青年部連合会

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

（
森
本
匡
俊
会
長
）
で
は
、
八

月
二
十
二
日
、
県
商
工
会
館
に

お
い
て
理
事
会
を
開
催
。

理
事
会
で
は
、
す
べ
て
の
提
出

議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

特
に
第
一
号
議
案
「
青
年
部

員
増
強
運
動
の
推
進
に
つ
い

て
」
は
、
青
年
部
員
五
％
増
を

目
標
と
す
る
事
が
決
定
さ
れ
た
。

　

又
第
二
号
議
案
「
商
工
会

カ
ー
ド
加
入
推
進
・
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
月
刊
青
年
部
登
録
推
進

に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
は
、
商

工
会
カ
ー
ド
を
青
年
部
員
証
と

す
る
事
を
再
認
識
し
、
加
入
を

推
進
す
る
。
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
つ

い
て
は
、
全
員
登
録
を
推
進
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
。

短
信

◆
８
／
10
〜
11　

近
畿
府
県
商
工
会

連
合
会
連
絡
協
議
会
、
神
戸
市
で

開
催
。

◆
８
／
21　

商
工
青
年
同
友
会
研
修

会
、
神
戸
市
で
開
催
。

◆
８
／
28　

県
商
工
会
青
年
部
・
女

性
部
連
合
会
記
念
大
会
実
行
委
員

会
、
神
戸
市
で
開
催
。

丹
波
市
商
工
会
十
一
月
一
日
発
足
へ

　
　
　

六
商
工
会
が
合
併
契
約
書
に
調
印

商工会の休業補償プラン

【特　徴】
　１、一般契約に比べ４４％割引
　２、最長1年間のロングサポート（免責7日間)
　３、自宅療養中もサポート（医師の治療を受けていることにより全く働けない場合）
　４、24時間いつでもサポート
　５、加入時の医師の診査は不要
　６、家事従事者の方も対象に（入院時のみの補償）
　７、地震、噴火または津波による天災もサポート
　８、入院初期費用5万円を補償（特約付帯の場合）

経営者と従業員のための全国商工会休業補償制度

所得保障保険団体契約（天災危険担保特約付）

中途加入毎月受付中
毎月１日の保険開始でご加入

いただけます

保険期間
平成19年10月１日から１年間

＊全国商工会の会員事業所の事業主（法人の場合は役員）、従業員で、加入時年齢が６４歳までの方。
＊上記事業主、従業員の配偶者である専業主婦（家事従事者）で、加入時年齢が６４歳までの方。

東京海上日動火災保険会社・株式会社損害保険ジャパン・あいおい損害保険会社

～お問い合わせは各商工会まで～

加入資格

引受保険会社

▲調印を喜ぶ６町商工会長
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青
年
部
手
作
り
の
遊
具
が
大
人
気

芦
屋
市
商
工
会
青
年
部

ロ
マ
ン
街
道　

銀
の
馬
車
道
巡
り
Ｉ
Ｎ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ

神
崎
町
商
工
会

　

芦
屋
市
商
工
会
青
年
部
（
片
山
昌

宏
部
長
）
は
、
今
年
度
、
イ
ベ
ン
ト

用
遊
技
台
の
製
作
に
取
り
組
み
「
ス

マ
ー
ト
ボ
ー
ル
台
」
を
完
成
。
早
速
、

八
月
十
八
日
に
大
桝
公
園
で
開
催
さ

れ
た
地
元
自
治
会
・
商
店
街
主
催
の

盆
踊
り
大
会
に
出
店
し
た
。

　

製
作
は
、
設
計
か
ら
資
材
調
達
・

組
み
立
て
ま
で
、
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が

得
意
分
野
を
担
当
し
た
。

　

当
日
は
、
オ
ー
プ
ン
前
か
ら
子
供

た
ち
が
お
目
当
て
の
商
品
を
獲
得
し

よ
う
と
入
念
に
品
定
め
。
ゲ
ー
ム
で

は
、
目
当
て
の
商
品
を
手
に
入
れ
た

子
や
手
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
子
の

歓
声
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

同
部
の
岡
田
栄
二
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
委
員
長
は
、
大
盛
況
に
終

わ
っ
た
昔
な
が
ら
の
ゲ
ー
ム
に
手
応

え
を
感
じ
、「
今
後
は
、
子
供
達
が

喜
ぶ
よ
う
に
景
品
も
工
夫
し
て
い
き

た
い
。
青
年
部
縁
日
の
定
番
に
な
れ

ば…

」
と
話
し
て
お
り
、
次
回
の
出

店
も
予
定
し
て
い
る
。

　

神
崎
町
商
工
会（
谷
綛
忍
孝
会
長
）

で
は
、
八
月
二
十
六
日
、
銀
の
馬
車

道
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
一
環
と

し
て
「
銀
の
馬
車
道
巡
り 

Ｉ
Ｎ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
」
を
国
道
三
一
二

号
線
沿
い
に
あ
る
か
ん
ざ
き
大
黒
茶

屋
で
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
加

え
て
、
銀
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
、

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
体
験
や
試
作
中
の
銀

の
馬
車
道
マ
ー
ク
入
り
ど
ら
や
き
・

せ
ん
べ
い
の
試
食
の
ほ
か
地
元
野
菜

や
木
製
品
の
販
売
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
中
播
磨
地
区
商
工
会
で
は
、

銀
の
馬
車
道
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
た

め
、
他
町
か
ら
も
協
力
参
加
が
あ
り
、

ゆ
ず
製
品
（
安
富
町
）、
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
・
手
作
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム（
市

川
町
）、
も
ち
麦
麺
（
福
崎
町
）
の

販
売
も
行
わ
れ
、
終
日
賑
わ
っ
た
。

▲ゲームを楽しむ子供たち

▲ミニSL乗車体験

〜
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
〜　

    

余
暇
村
ク
エ
ス
ト
２
０
０
７

中
町
商
工
会
青
年
部

　

中
町
商
工
会
青
年
部
（
遠
藤
徹
部

長
）
で
は
、
八
月
十
九
日
に
「
余
暇

村
ク
エ
ス
ト
２
０
０
７
」
を
開
催
し

た
。
こ
れ
は
県
立
北
播
磨
余
暇
村
公

園
を
使
っ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
。
公
園
内
に
設
置
さ
れ

た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
探
し
て

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
隠
れ
キ
ャ
ラ
を

見
つ
け
た
り
し
て
親
子
で
楽
し
ん
で

も
ら
う
企
画
で
、
今
回
で
十
回
目
の

開
催
と
な
っ
た
。

　

当
日
参
加
の
六
十
九
チ
ー
ム
二
六

〇
名
は
、
公
園
内
を
散
策
し
な
が
ら

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
目
指
し
た
。

　

途
中
、
ゲ
ー
ム
に
成
功
し
て
歓
声

を
あ
げ
る
親
子
や
、
隠
れ
キ
ャ
ラ
の

居
場
所
に
つ
い
て
真
剣
な
顔
で
情
報

交
換
を
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
た
。

　

ゲ
ー
ム
終
了
後
、
親
睦
会
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
や
カ
レ
ー
、
か
き
氷
な
ど
が

振
る
舞
わ
れ
た
。

商工中金
神戸支店
〒650-0032　神戸市中央区伊藤町111
　０７８（３９１）７５４１

姫路支店
〒670-0015　姫路市総社本町111
　０７９２（２３）８４３１

尼崎支店
〒660-0082　尼崎市東難波町5-19-8
　０６（６４８１）７５０１

▲ファミリーオリエンテーリング

10月は「労働保険適用
 促進月間」です。
　労働保険の加入手続きについてのお問い
合わせは、下記ホームページを参考に、各労
働基準監督署又は各公共職業安定所までお
願いします。
兵庫労働局
（http://www.hyougo-roudoukyoku.go.jp/index.htm）

労働保険適用室



－6－

昭和33年３月10日
第３種郵便物認可〔 〕 第　602　号 兵庫県商工連会報 平成19年９月20日

兵庫県信用保証協会 
神戸市中央区浪花町62番地の１ 

　078(393)3900（代表） 

さらにアップ 

地
才
地
創
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

IN 

西
播
磨

           

パ
ネ
リ
ス
ト
に
千
種
和
英
氏（
佐
用
町
）

　

去
る
八
月
二
十
六
日
、
赤
穂
郡
上

郡
町
の
県
立
先
端
科
学
技
術
支
援
セ

ン
タ
ー
で
「
地
才
地
創
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム 

IN 

西
播
磨
」（
兵
庫
県
、
神
戸

新
聞
社
主
催
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　

地
才
地
創
シ
ン
ポ
は
、
地
域
に
潜

在
す
る
「
地
域
の
才
能
」
を
掘
り
起

こ
し
、
新
た
な
活
力
の
創
造
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
目
的
。
当
日
は
、

三
百
人
を
越
え
る
市
民
ら
が
参
加
し
、

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
佐
用
町

商
工
会
青
年
部
前
部
長
の
千
種
和
英

さ
ん
が
最
年
少
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
参
加
。
千
種
さ
ん
は
「
目
の
前
の

課
題
解
決
に
向
け
、
行
動
し
て
い
く

う
ち
活
動
の
輪
が
広
が
っ
た
。
商
店

街
振
興
・
青
年
部
活
動
を
し
て
い
く

上
で
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
変

役
立
っ
た
。
西
播
磨
に
は
元
気
な
素

に
な
る
人
も
営
み
や
文
化
が
豊
富
に

あ
り
、
こ
れ
ら
地
域
資
源
を
活
用
し
、

こ
れ
か
ら
も
町
が
元
気
に
な
る
活
動

を
続
け
た
い
」
と
語
っ
た
。

▲パネラーとして発表する千種氏

高
田
屋
嘉
兵
衛
ま
つ
り　

   

魚
の
つ
か
み
取
り
大
会
に
歓
声

五
色
町
商
工
会

生野の活力発信基地
     「あるじゃん」開店
                      生野町商工会青年部

　

五
色
町
商
工
会（
山
本
道
雄
会
長
）

で
は
、
八
月
十
五
日
に
「
第
二
十
八

回
高
田
屋
嘉
兵
衛
ま
つ
り
」
を
共
催

し
た
。
高
田
屋
嘉
兵
衛
ま
つ
り
は
、

日
露
民
間
外
交
の
先
駆
者
と
な
っ
た

郷
土
の
偉
人
・
高
田
屋
嘉
兵
衛
を
讃

え
る
ま
つ
り
。

　

ま
つ
り
は
、
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
、
魚
の
つ
か
み
取
り
大

会
や
花
火
大
会
ほ
か
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
が
実
施
さ
れ
、
夜
遅
く
ま
で
帰
省

客
や
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
っ
た
。

　

特
に
、
魚
の
つ
か
み
取
り
大
会
は
、

都
志
海
水
浴
場
で
実
施
さ
れ
、
小
学

生
一
五
三
名
が
合
図
と
共
に
、
鯛
、

ハ
マ
チ
、
ア
ジ
な
ど
の
魚
と
格
闘
し

な
が
ら
掴
み
あ
げ
、
浜
辺
は
子
ど
も

ら
の
歓
声
と
笑
顔
で
あ
ふ
れ
た
。

　

ま
た
、
記
念
式
典
や
交
流
演
芸
に

は
、
高
田
屋
嘉
兵
衛
の
北
の
活
動
拠

点
「
函
館
市
」
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、

両
地
域
の
交
流
の
絆
が
ま
す
ま
す
深

ま
っ
た
。

▲商工会青年部による光のオブジェ

▲必死で魚を捕まえる子供たち

　

生
野
町
商
工
会
青
年
部

（
安
東
博
昭
部
長
）
で
は
、

有
志
が
集
ま
り
、
生
野
の

活
力
発
信
基
地
「
あ
る

じ
ゃ
ん
」
を
開
店
。「
あ

る
じ
ゃ
ん
」
の
由
来
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
の
「
銀
」。

　

町
内
の
空
き
店
舗
を
利

用
し
、
子
ど
も
の
頃
の
秘

密
基
地
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

手
づ
く
り
で
仕
上
げ
て
い

ま
す
。

　
「
あ
る
じ
ゃ
ん
」
で
は
、

三
畳
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
部

屋
に
、
懐
か
し
い
駄
菓
子
が

並
ん
で
い
ま
す
。
価
格
は
十

円
か
ら
。
店
の
奥
に
あ
る
プ

ラ
モ
デ
ル
や
ブ
リ
キ
の
お
も

ち
ゃ
も
こ
の
店
の
商
品
で
す
。

　

ま
た
、
生
野
も
り
あ
げ
隊

の
商
品
も
揃
っ
て
い
ま
す
。

バ
ン
ダ
ナ
、
ト
ー
ト
バ
ッ
ク

…

、
メ
ン
バ
ー
の
つ
く
っ
た

商
品
で
す
。

　
「
あ
る
じ
ゃ
ん
」
は
、
小

さ
な
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

大
人
も
楽
し
い
空
間
で
す
。

　

是
非
、
お
寄
り
く
だ
さ
い
。

▲僕達のあの頃の店「あるじゃん」
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